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論文内容要旨

 StreptococcusmutaBsのウ蝕誘発性綴菌としての大きな特徴は,高度の耐酸性と,水に不溶

 で強い粘養性を持つ特異なグルカンを砂糖からつくる性質である。これに加えて,β腔レンサ球

 菌の中でS.瓢utansだけがマンニトールやソルビトールを主要な炭素源として生育でぎるため,

 これら糖アルコールの代謝能はS.muねnsの分類学上,重要な性質となっている。

 S.mutaBSは通性嫌気性菌に分類されているが,マソニトールまたはソルビトールを炭素源

 として好気条件下で培養するとき,しばしば菌の生育が著しく遅れ,S.m航ansの判定を誤る

 ことがある。

 本研究は,マソニトール倍地生育時にみられるS.mut3nsの酸素による生育阻害の普遍性を

 闘らかにするために,血清学的に異なった群に属するS.憩雄a囎の代表株について,菌の生育,

 マソニトール代謝産物,マンニトール代謝系および酸素防御に関わる諸酵素の活性等を好気,嫌

 気両条件下で調べ,以下のことを明らかにしたものである。

 1)マソニトール倍地にS.組utansが生育するとき,酸素により生育が著しく阻害されるもの(酸

 素感受性)と,殆ど影響を受けないか逆に酸素により生育が促進されるもの(酸素耐性)があ

 る。

 2)酸素感受性,酸素耐性という性質は,S.mutansの血清学的分類とは関係がない。

 3)マンニトール代謝産物は好気条件下で生育するとき,酸素感受性株は生産物は少量ではある

 が,酸素感受性,酸素耐性いかんに関わらず主要生産物は乳酸であった。また,燃気条件下で

 はいずれの菌株ともギ酸,酢酸,エタノールが主要生産物を占め,乳酸はごく少量であった。

 4)全生成物中のエタノールが薦める割合は酸素感受性株で高く・乳酸が右める割合は酸素耐性

 株で高かった。

 5)マソニトール代謝に関わる諸酵素のうち,ピンピン酸一ギ酸リアーゼ活性は,嫌気培養菌で

 臨は酸素感受性株で高く,酸素耐性菌で低いが,好気培養菌では酸素耐性株,酸素感受性株いず

 れも殆ど活性は認められなかった。

 6)マンニトールを尿素源として生育するとぎ,マソニトールー1一りん酸がフラクト～ス略一りん

 酸に換えられる過程で生成したNADHは,嫌気条件下ではエタノール生成系で再酸化される。

 好気条件下ではエタノ～ル生成系は作動せず,専らNADHオキシダーゼによってNADHの再

 酸化がおこるため,菌のNADHオキシダーゼ活性の高さがマンニトール代謝を翻御する。

 7)NADHオキシダーゼ活性とスーパーオキシドデスムターゼ活性は,嫌気培養菌中ではいず

 れの菌株とも非常に低いが,嫌気培養菌を酸素に曝すと,酸素耐性株はこれら両酵素を誘導的

 に合成した。しかし,酸素感受性株は両酵素とも誘導でぎなかった。

 8)好気条件下で菌の生育度は,菌の抽燦液中のNADHオキシダーゼ活性の高さとの間,また,

 スーパーオキシドデスムターゼ活性の高さとの間に相関性がみられた。
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審査結果要旨

 Streptococcusmut&薦はウ蝕誘発能の高い歯掘微生物であり,この菌の歯垢への定着はウ蝕

 発生と関連して重要な現象である。歯垢はその形成初期には酸素に曝される機会が多く,その形

 成後はきわめて嫌気的な環境となる。それ故,この菌の酸素耐性は歯垢への定着,ひいてはウ蝕

 の発生と密接に関連する重要な研究課題である。また,Strep.mut蹴sはマンニトールを発酵

 できる点で他の歯垢微生物とぼ異なる際だった特長があり,この性質はこの菌の分類上,重要な
 意殊を持つ。本研究では本菌の酸素に対する感受性を明瞭に観察することのできるマンニトール

 を炭素源としてStrep.mutansを培養し,その増殖に対する酸素の阻害機構を検討している。

 その結果,Strep・騰tansの菌株によって,酸素により生育が著しく阻害されるもの(酸素

 感受性菌株)と,殆ど影響を受けないか逆に酸素により生育が促進されるもの(酸素耐性菌株)

 があることを見いだした。また,このような違いはS.mutansの血清学的な分類とは関連が見

 られなかった。

 このような遠駆を生ずる機構を検討したところ,Strep.mutansの酵素代謝と関連する
 NAD簸オキシダーゼやスーパーオキシドデスムターゼの酵素活性は嫌気条件下で培養した菌で

 は非常に低いが,このように嫌気的に培養した菌を空気(酸素)に曝すと,酸素に対して耐性を

 もつ菌株ではこれら両酵素を誘導的に生成でぎることがわかった。しかし,酸素感受性があり,

 好気条件下ではその増殖が阻害される菌株ではこれら両酵素を誘導することができなかった。好

 気条件下でのStrep.mutansの生育の程度は,酸素の存在によって誘導されるNADHオキシ

 ダーゼおよびスーパーオキシドデスムターゼ活性の高さと相関性がみられ,Strep.m磁蹴sの

 酸素感受性とこれら両酵素との関連が示唆された。このような発見は,血清学的にも,DNA組

 成のてんからも不均一であることがわかっている種々のミュータンス連鎖球菌が,歯垢中に定着

 していく機講を解明する大きな手がかりとなり,ウ蝕発生の機構を明らかにするために重要な知

 見を提供し,歯科医学の発展に寄与するところが大きいものと考えられる。以上の観点より,本

 論文は歯学博士の授与に値するものと判定される。
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